

















6. Genetic susceptibility for emphysematous 
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7. Yeast glycogen synthase kinase-3 activates 



















比して ~gsk-3 株では減少していた。さらに， GSK・3
はMsn2とSTREとの結合を促進させることにより
ストレス依存性の転写を誘導することが明らかになったO
8. Regional differences in the healing potential of 
the meniscus -an organ culture model to 
eliminate the influence of microvasculature and 
the synovium -
（半月組織の部位による修復能の差一血行および
滑膜の影響を除外可能な器官培養による検討一）
小林健二
展開医科学専攻病態制御医科学講座（整形外科学）
半月修復が辺縁部断裂にのみ生じ，自由縁部に生じ
ないことは臨床的，実験的に良く知られており，その
修復能の差は血行に由来すると考えられてきた。本研
究の目的は，血行および滑膜の影響を除外可能な器官
培養を用いて，半月組織の自己修復能およびその部位
による差を検討することであった。家兎の半月中節自
由縁側の無血行野に直径 l.5mmの全層欠損を作製し
た。コントロール群の欠損部には自由縁部の組織を再
び戻し，実験群には同半月の後節辺縁側から採取した
組織を移植した。各半月を 2'4' 6週間培養し，レシ
ピエントと移植片との関係を肉眼および組織学的に評
価した。その結果，実験群はコントロール群に比べ肉
眼的には6週において有意に間隙が少なく，組織学的
には4'6週において有意に良好な修復反応を示した。
半月修復は血行だけでなく半月組織自体の修復能の差
が存在し，これが半月修復の部位特異性に影響を与え
ている可能性が示唆された。
